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小 野 曜 子 議員 高 久 淳 平 議員

放射能汚染物の処理・保管に対する、国
や東電の無責任な地方への押し付けのもと、
住民の合意なき暫定集約、除染土保管処理

の町の姿勢は批判する。
子ども・子育て支援や福祉の前進などの施策も十分では

なく反対する。

平成29年度一般会計は概ね目的に沿っ
て予算が執行されていると判断できる。今後
も厳しい財政運営が予想されるが、同時に
産業の振興も進め、先々の収入に反映できるよう期待し、
賛成する。

一般会計

賛成反対

小 野 曜 子 議員 室 井 髙 男 議員

町は、国に国庫補助率の引き上げを求め
つつ、一般会計繰り入れなどで国保税の引き
下げをはかるべきである。また、子ども支援の

ために均等割りを引き下げるべきであった。しかし現水準
を変えようとする姿勢は見えず、反対する。

平成29年度の収納率は前年から1.37ポ
イント上昇し、収入未済額も減少している。
また、歳出合計が7261万円の抑制となって
いる。高度医療費の確保などに不安はあるが、予防のため
の受診向上や安定した医療を受ける体制づくりの努力が見
られるため賛成する。

国民健康保険特別会計

賛成反対

小 野 曜 子 議員 小 林 達 也 議員

家族の扶養にも入れない75歳以上の高齢
者は重い保険料の自己負担に苦しんできた。
高齢者が必要な時に安心して医者にかかれ

ないなど制度そのものに反対する。

被保険者の増加による、収納率の悪化は
見られるが後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算書内容は適切な運用、適正な処理が
されている。したがって、決算認定に賛成する。

後期高齢者医療

賛成反対

小 野 曜 子 議員 荒 木 三 朗 議員

要支援1および2の方々のデイサービスな
どが、介護保険から町の総合事業に移行する
部分が増えた。制度移行の大きな緩和策が

取られるとはいえ、人材確保をはじめ大きな懸念事項があ
り、施策が十分ではないため反対する。

保険給付費が約2384百万円となり、伸び
率は3.6％となっている。日常生活支援総合
事業が充実し、高齢者の生きがいづくりや安
心できる社会が実現するような施策を期待し賛成する。

介護保険

賛成反対

小 野 曜 子 議員 茅 野　 健 議員

指定管理制度移行後、経費の節減や営業
内容の改善などの目的が掲げられたが、多額
の赤字が出ている。町として抜本的な検討が

十分なされていない移向に反対した経緯があるので決算に
反対する。

那須未来（株）を指定管理業者として事
業のスリム化を図っている。冬季の奥那須地
域の雇用の面での貢献もある。学校関係との
連携を更に推進し、児童生徒の体力増進面での活用など、
今後の営業成績向上を期待し賛成する。

観光事業

賛成反対

…なので反対します!!
…なので賛成します!!
…なので反対します!!
…なので賛成します!!




